
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第５学年 道徳科学習プログラム（１学期） 

高学年としての役割を自覚し，よりよい学級や学校をつくろう 

ねらい 集団における自分の役割を自覚し，責任を果たそうとする態度を養う。 

学習過程 

児童の意識の流れ 体験活動，家庭・地域との連携 道徳科 教科・領域等 時期 

高学年として，自分の役割に責任をもち， 

よりよい学校生活をつくっていこう。 

道徳科「サタデーグループ」 

Ｃ 勤労，公共の精神 

 働くことがみんなの役

に立っていることを理解

し，誇りをもって社会に貢

献しようとする心情を育

てる。 

 

道徳科「ソフトボールに恩

返しを」 

Ｂ 感謝 

 支え合い助け合おうと

する人々の善意に気づき，

今度はそれに応えようと

努力する姿から，何事にも

感謝し，自分の務めを果た

そうとする心情を育てる。 

当番活動 

 クラスの中で必要な

役割を担うことで，集団

の一員としてクラスを

支えているという自覚

をもつとともに，当番の

仕事を責任もって果た

そうとする心情を育て

る。 

集団登校班の活動 

 集団登校班での班長や

副班長の役割を通して，下

級生のことを考え，安全に

登校しようとする態度を

育てる。 

 

クリーン活動 

 地域の清掃活動を通し

て，主体的に自分の責任を

果たそうとする心情を育

てる。 

委員会活動 

 高学年として，学校を

支えているのは自分た

ちであるということに

気付くとともに，委員会

の仕事を，責任をもって

やろうとする心情を育

てる。 

 集団の中で決められた

役割は責任をもってやろ

う。 

 委員会や当番活動を，責

任をもってやりたいけど，

できるかな。 

社会の中でも自分の役

割を果たしたり，決まりを

守って行動したりしたい

な。 

 学校のリーダーとして，

よりよい学校を目指して

いきたいな。 
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